
ニ
シ
ム
電
子
工
業

　
ニ
シ
ム
電
子
工
業
は
創
業
当
初
よ
り
培
っ
た
通
信

・
監
視
・
制
御
・
電
源
技
術
を
、
情
報
通
信
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
環
境
な
ど
の
分
野
に
生
か
す
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
「
停

電
・
瞬
低
対
策
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
。

　
雷
な
ど
に
よ
る
一
瞬
の
電
圧
低
下
瞬
低
や
停
電

と
い
っ
た
電
源
ト
ラ
ブ
ル
は
、
工
場
や
生
産
施
設
内

の
設
備
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。
同

社
は
、
そ
の
よ
う
な
瞬
低
や
停
電
か
ら
設
備
を
保
護

す
る
機
器
を
、
小
容
量
か
ら
大
容
量
ま
で
多
様
な
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
を
取
り
そ
ろ
え
る
と
と
も
に
、
瞬
低
・

停
電
に
よ
る
被
害
調
査
か
ら
最
適
な
機
器
の
選
定
・

工
事
ま
で
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
佐
賀
県
に
あ
る
保
守
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
に
、

時
間
３
６
５
日
の
保
守
体
制
を
敷

い
て
お
り
、
顧
客
サ
ポ
ー
ト
も
万
全
で
あ
る
。

赤
松
電
気

　
赤
松
電
気
の
停
電
時
電
源
切
替
シ
ス
テ
ム
「
エ
レ

ク
ピ
ー
ス
」
は
、
災
害
な
ど
に
よ
る
停
電
時
に
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
や
イ
ン
バ
ー
タ
ー
発
電
機
、
電
気
自

動
車

Ｅ
Ｖ

、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

な
ど

の
外
部
電
源
を
、
安
全
か
つ
簡
単
に
屋
内
で
使
え
る

シ
ス
テ
ム
。
家
庭
用
か
ら
避
難
所
な
ど
の
施
設
用
ま

で
幅
広
く
対
応
で
き
、
自
家
発
電
に
比
べ
導
入
費
用

も
格
段
に
安
い
。
同
シ
ス
テ
ム
は
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
や
発
電
機
な
ど
の
発
電
装
置
を
専
用
ケ
ー
ブ
ル
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
接
続
し
、
電
源
切
替
機

能
を
持
つ
分
電
盤
内
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
手
動
で
外
部

電
源
用
に
切
り
替
え
る
だ
け
で
屋
内
に
電
力
を
供
給

す
る
仕
組
み
。
簡
単
な
操
作
性
か
ら
、
既
に
自
治
会

の
施
設
や
小
・
中
学
校
、
個
人
病
院
へ
の
設
置
な

ど
、
導
入
実
績
は
着
実
に
増
え
て
い
る
。

　
同
社
は
家
庭
や
工
場
な
ど
の
電
気
設
備
の
設
計
・

施
工
が
主
力
業
務
。
同
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
あ
た

り
、
電
気
の
逆
流
が
生
じ
な
い
よ
う
電
力
メ
ー
カ
ー

と
協
議
を
重
ね
た
。
さ
ら
に
電
源
切
替
機
能
を
持
つ

分
電
盤
は
大
手
メ
ー
カ
ー
の
日
東
工
業
に
製
作
を
依

頼
し
、
安
全
性
も
確
保
し
て
い
る
。

京
都
電
機
器

　
京
都
電
機
器
の
瞬
低
保
護
装
置
「
Ｋ
Ｄ
Ｐ
シ
リ
ー

ズ
」
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
期
待
寿
命

年

の
瞬
低
対
策
用
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
。
フ
ァ
ン
と
バ

ッ
テ
リ
ー
を
使
用
せ
ず
、
長
寿
命
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー

で
蓄
電
す
る
た
め
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
管

理
工
数
と
費
用
が
削
減
で
き
る
。
瞬
低
対
策
が
必
要

な
部
分
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
保
護
す
る
単
相
８
０
０

か
ら
装
置
単
位
で
保
護
が
可
能
な
三
相
１
０
０

ま
で
全

モ
デ
ル
を
標
準
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

大
型
設
備
か
ら
小
型
装
置
ま
で
対
応
可
能
。
起
動
時

は
装
置
の
突
入
電
流
を
回
避
し
た
バ
イ
パ
ス
運
転
で

運
転
負
荷
に
合
わ
せ
て
モ
デ
ル
選
定
も
で
き
る
。

　
１
月
に
発
売
し
た
搬
送
系
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
制

御
用
サ
ー
ボ
ア
ン
プ
向
け
直
流

Ｄ
Ｃ

瞬
低
保
護

ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｋ
Ｄ
Ｐ
―
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
瞬
低
発

生
時
に
搬
送
系
を
安
全
に
停
止
さ
せ
る
と
と
も
に
、

従
来
の
交
流

Ａ
Ｃ

瞬
低
保
護
装
置
と
比
べ
、
サ

イ
ズ
と
コ
ス
ト
が
半
減
で
き
る
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー

を
用
い
る
多
様
な
分
野
に
加
え
、
電
源
事
情
に
影
響

さ
れ
な
い
た
め
北
米
や
中
国
で
も
販
売
し
て
い
く
。

を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
半
導
体
ハ
ン
ド
ラ
ー

な
ど
向
け
に
２
・
５

品
の
開
発
も
進
め
る
。

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

図１　瞬低・停電のメカニズム

図２　半導体スイッチを用いたＭＰＣ外観

　
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
瞬
時
電
圧
低
下

以
下
、
瞬
低

・
停
電
の
影
響
で
サ
ー
バ
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
停
止
す
る
と
情
報
流
通
に
大
き
な
影

響
が
発
生
す
る
。
ま
た
、
工
場
の
生
産
設
備
も
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
化
・
情
報
化
が
進
ん
で
お
り
、
瞬
低

・
停
電
が
生
産
活
動
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な
っ

て
お
り
、
工
場
一
括
で
瞬
低
対
策
す
る
大
容
量
装
置

が
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
瞬
低
・
停
電
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
簡
単
に
紹
介

し
、
そ
の
対
策
装
置
の
技
術
動
向
を
説
明
す
る
。

東
芝
三
菱
電
機
産
業
シ
ス
テ
ム
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
事
業
部
技
監
工
学
博
士
吉
野
　
輝
雄

重要設備への安定した電力供給に向けて瞬低・停電対策装置 瞬
低
・
停
電
と
そ
の
対
策
装
置
の
動
向
に
つ
い
て

瞬
低
停
電
の

メ
カ
ニ
ズ
ム

　
電
力
は
発
電
所
か
ら
、
送

電
線
・
変
電
所
・
配
電
線
な

ど
を
通
し
て
需
要
家
に
届
け

ら
れ
る
。
実
際
の
電
力
系
統

は
数
多
く
の
発
・
送
・
変
・

配
電
設
備
が
あ
り
複
雑
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
瞬
低
・
停
電

の
概
念
を
示
す
た
め
、
図
１

―
ａ
に
示
す
簡
単
な
構
成
を

用
い
て
説
明
す
る
。
需
要
家

Ａ
へ
の
送
電
線
に
落
雷
な
ど

で
系
統
事
故
が
発
生
す
る

と
、
系
統
全
体
の
電
圧
が
低

下
す
る

図
１
―
ｂ

。
送

電
線
の
保
護
リ
レ
ー
で
系
統

事
故
を
検
出
、
遮
断
器
Ａ
で

事
故
電
流
を
遮
断
す
る
。
系

統
事
故
が
除
去
さ
れ
る
と
、

需
要
家
Ｂ
で
は
電
圧
が
回
復

す
る

図
１
―
ｃ

。
こ
れ

が
「
瞬
低
」
で
あ
る
。
電
圧

低
下
度
合
い
や
継
続
時
間

は
、
事
故
地
点
・
事
故
様
相

・
電
力
系
統
構
成
な
ど
で
個

々
に
異
な
る
。
電
気
協
同
研

究
会
の
専
門
委
員
会
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
残
存
電
圧
は

―

％
、
継
続
時
間
は
０
・

―
０
・
１
秒
程
度
の
発
生

頻
度
が
最
も
多
い
。

　
一
方
、
遮
断
器
Ａ
の
開
放

に
よ
り
、
需
要
家
Ａ
は
電
圧

喪
失
し

停
電

と
な
る

図

１
―
ｃ

。
し
ば
ら
く
し
た

後
、
遮
断
器
Ａ
は
再
度
投
入

さ
れ
、
需
要
家
Ａ
へ
送
電
が

再
開
さ
れ
る

図
１
―
ｄ

。

し
か
し
、
系
統
事
故
が
継
続

し
て
い
る
場
合
は
、
も
う
一

度
遮
断
器
Ａ
が
開
放
さ
れ
、

長
時
間
の
停
電
と
な
る
。

瞬
低
の
影
響

　
情
報
通
信
機
器
は
電
圧
変

動
に
敏
感
で
あ
り
、
瞬
低
の

影
響
を
受
け
や
す
い
こ
と

は
、
「
Ｉ
Ｔ
Ｉ

カ
ー

ブ
」
な
ど
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
工
場
で
も

モ
ー
タ
ー
の
イ
ン
バ
ー
タ
ー

化
、
制
御
の
シ
ー
ケ
ン
サ
ー

化
な
ど
で
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
化
が
進
み
、
瞬
低
の
影

響
を
受
け
る
機
器
が
増
え
て

い
る
。
瞬
低
に
よ
り
機
器
が

停
止
す
る
と
、
情
報
通
信
や

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
乱

れ
る
、
工
場
プ
ロ
セ
ス
の
再

立
ち
上
げ
に
長
時
間
か
か

る
、
ま
た
、
あ
る
製
造
ロ
ッ

ト
が
影
響
を
受
け
棄
却
に
至

る
な
ど
、
社
会
的
経
済
的
影

響
が
大
き
い
。

瞬
低
対
策
装
置

　
瞬
低
対
策
方
式
は
幾
つ
か

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
最
新
の

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

技
術
を
適
用
し
て
実
用
化
さ

れ
た

ク
ラ
ス
の
大
容

量
瞬
低
補
償
装
置
Ｍ
Ｐ
Ｃ

を
紹
介
す
る
。
Ｍ
Ｐ
Ｃ
は
、

工
場
の
高
圧

６
・
６

あ
る
い
は
３
３

フ
ィ

ー
ダ
ー
に
設
置
さ
れ
、
フ
ィ

ー
ダ
ー
の
負
荷
を
一
括
で
補

償
す
る
装
置
で
あ
る
。

　
Ｍ
Ｐ
Ｃ
は

交
直
変
換
器

イ
ン
バ
ー
タ
ー

エ
ネ

ル
ギ
ー
蓄
積
デ
バ
イ
ス

高

速
ス
イ
ッ
チ

制
御
回
路
―

の
４
要
素
で
構
成
さ
れ
る
。

瞬
低
発
生
を
制
御
回
路
で
検

出
し
、
高
速
ス
イ
ッ
チ
が
フ

ィ
ー
ダ
ー
を
交
流
系
統
か
ら

切
り
離
す
と
同
時
に
、
交
直

変
換
器
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
蓄
積

デ
バ
イ
ス
か
ら
電
力
を
フ
ィ

ー
ダ
ー
に
供
給
し
、
負
荷
へ

の
電
力
供
給
が
継
続
す
る
。

瞬
低
回
復
後
は
、
高
速
ス
イ

ッ
チ
を
同
期
併
入
し
、
再
び

交
流
系
統
か
ら
受
電
す
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
蓄
積
デ
バ
イ

ス
と
し
て
は
多
々
あ
る
が
、

バ
ッ
テ
リ
ー
、
電
気
二
重
層

コ
ン
デ
ン
サ
ー

Ｅ
Ｄ
Ｌ

Ｃ

が
主
に
適
用
さ
れ
て
い

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
蓄
積
容
量

は
、
個
々
に
異
な
る
が
、
１

―

秒
程
度
の
補
償
運
転
が

で
き
る
容
量
が
選
択
さ
れ

る
。
高
速
ス
イ
ッ
チ
に
は
、

高
速
機
械
式
ス
イ
ッ
チ
と
半

導
体
ス
イ
ッ
チ
が
あ
る
。
半

導
体
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
替
え

時
間

瞬
低
を
検
出
し
て
か

ら
交
直
変
換
器
で
電
力
供
給

す
る
ま
で
の
時
間

は
１

秒
程
度
以
下
で
あ
り
、
瞬
低

の
影
響
時
間
を
極
限
ま
で
短

縮
で
き
る
。
最
新
技
術
で
実

用
化
さ
れ
た
半
導
体
ス
イ
ッ

チ
適
用
装
置
の
外
観
写
真
を

図
２
に
示
す
。
Ｍ
Ｐ
Ｃ
の
容

量
は
０
・
５

―

が

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
、
ど
の

容
量
で
も
、
機
械
式
・
半
導

体
式
の
い
ず
れ
の
ス
イ
ッ
チ

も
選
択
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
４
０
０

系
の

瞬
停
対
策
装
置
１
０
０

―
５
０
０

も
実
用

化
さ
れ
て
お
り
、
用
途
・
目

的
に
応
じ
て
最
適
な
瞬
低
対

策
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ｕ
Ｐ
Ｓ

　
情
報
通
信
分
野
で
は
、
Ｕ

Ｐ
Ｓ

無
停
電
電
源
シ
ス
テ
ム

が

瞬
低
・
停
電
対
策
と
し
て
旧

来
か
ら
広
く
用
い
ら
れ
て
い

る
。
Ｕ
Ｐ
Ｓ
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
構
成
が
あ
る
が
、
最
も
一

般
的
な
も
の
は
常
時
イ
ン
バ

ー
タ
ー
給
電
方
式
で
あ
る
。

こ
の
方
式
で
は
、
常
に
イ
ン

バ
ー
タ
ー
か
ら
負
荷
に
電
力

を
供
給
し
て
お
り
、
既
に
説

明
し
た
瞬
低
対
策
装
置
と
動

作
が
異
な
る
。
通
常
時
は
整

流
器
を
介
し
交
流
系
統
か

ら
、
瞬
低
や
停
電
の
発
生
時

は
バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら
と
、
イ

ン
バ
ー
タ
ー
入
力
が
切
り
替

わ
る
だ
け
な
の
で
、
イ
ン
バ

ー
タ
ー
出
力
電
圧
は
ほ
と
ん

ど
変
動
が
な
い
。
ま
た
、
通

常
時
も
、
交
流
系
統
の
電
圧

変
動
や
周
波
数
変
動
の
影
響

を
受
け
な
い
。
そ
の
た
め
、

高
い
電
力
品
質
を
要
求
す
る

情
報
通
信
機
器
の
電
源
と
し

て
用
い
ら
れ
る
。

　
Ｕ
Ｐ
Ｓ
は
、
大
容
量
化
と

高
効
率
化
が
進
ん
で
お
り
、

１
０
０
０

ク
ラ
ス
の

常
時
イ
ン
バ
ー
タ
ー
給
電
方

式
の
装
置
で

―

％
の
高

効
率
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
数
千

の
大

容
量
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る

並
列
接
続
技
術
、
冗
長
化
に

よ
る
信
頼
性
向
上
技
術
が
実

用
化
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｕ
Ｐ
Ｓ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
は

一
般
的
に
数
分
―
十
数
分
の

電
力
供
給
が
可
能
な
よ
う
に

選
定
さ
れ
て
い
る
。
停
電
時

間
が
こ
れ
を
超
え
る
場
合

は
、
Ｕ
Ｐ
Ｓ
か
ら
電
力
を
供

給
す
る
間
に
非
常
用
発
電
機

を
起
動
し
、
電
源
を
交
流
系

統
か
ら
非
常
用
発
電
機
に
切

り
替
え
る
構
成
が
と
ら
れ

る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ７月１１日 水曜日 　　


